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⾎液⼀滴で多くの種類のがん、アルツハイマー型認知症が発⾒できる時代に⼊ってきた 
 
次ページに⽰した本⽇付の⽇本経済新聞記事のポイントは次のようである。 
 

病気            検査⽅法       検査時間   診断精度 
前⽴腺がん         質量分析計      １~２⽇    98% 
アルツハイマー型認知症   質量分析計      ３時間強    90% 
がん  13 種類       マイクロ RNA 測定  ２時間以内   99% 

 
分析技術の進歩には⽬を⾒張るものがある。より少量でもより正確に、そしてより早く。⽅
法さえ確かなものであれば、地道な努⼒を積み重ねてこの⽬標に迫っていく。これが⽇本の
お家芸かもしれません。 
 
Wikipedia ではマイクロ RNA（miRNA）は次のように記されています。 

miRNA は、がん、⼼⾎管疾患、神経変性疾患、精神疾患、慢性炎症性疾患などの発症と
進⾏に関わっている。特に、がんの原因因⼦についてはさまざまな議論がなされているが、
その中でも miRNA は、細胞のがん化に深く関与していることが指摘されている。マイクロ
RNA についてはがん診断のためのバイオマーカーへの応⽤も期待されている。 

 
 

参考までに、線⾍に尿の臭いをかがせてがんを発⾒する⽅法もあります。がん患者の尿を
「がん」と判定する“感度”は約 90%、健常者の尿を「がんではない」と判定する“特異度”も
約 90％となっています。5 ⼤がん（胃がん、⼤腸がん、肺がん、乳がん、⼦宮がん）をはじ
め、膵臓がん、肝臓がん、前⽴腺がん、⾷道がん、胆嚢がん、胆管がん、腎がん、膀胱がん、
卵巣がん、⼝腔・咽頭がん（15 種類のがん）に反応することが確認されています。 
 関連ブログは、「線⾍を⽤いるがん診断がいよいよ実⽤に近づく ２０１５年ブログ記事
と合わせて（2019.10.3）」 http://www.alchemist.jp/Blog/191003.pdf 
 

胃がん検診も最近ではバリウムを飲まなくてもよくなってきた。ペプシノゲンという物
質の量を測ることによって、胃がんの前段階である「慢性萎縮性胃炎」を診断する。 



 


